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生 年 月 日 昭和 14 年生 

住 所 山口県岩国市 

品 目 

岩国赤大根、笹川錦帯白菜（いわくにあかだいこん、ささがわきんた

いはくさい） 
 錦帯橋で知られる山口県岩国市の錦見地区に伝わる伝統野菜で、錦見農業生産

組合で優良系統選抜と種子生産を継続 

 岩国赤大根は表皮が赤（葉柄や葉脈も鮮紅色）、内部は純白の丸ダイコンで肉

質は緻密、切るとコントラストが美しく、甘酢漬けでは鮮紅色となる 

 笹川錦帯白菜は葉が非常に柔らかく、生食も可能、寒さに弱く主として年内に収穫 

技 術 

岩国赤大根・笹川錦帯白菜の優良系統保存と安定生産技術の開発・普及 
 品種特性を維持するため、優良系統選抜を実施し、選抜株から採種・販売 
 栽培適期の制約に対応して、統一栽培基準や防除基準を設定して生産を安定化

（笹川錦帯白菜ではセルトレイ移植等の栽培技術を開発、普及） 
 栽培暦を作成し、毎年の栽培講習会で技術の高位平準化に注力 

活 動 状 況 

 退職前から栽培に取り組み、現在は露地 10ａ、施設 450 ㎡で岩国赤大根、笹
川錦帯白菜のほか、直売所向け野菜を生産・販売 

 山口県伝統野菜に認定されたのを契機に、優良系統選抜ほ場を設置（平成 13 年）
して採種を始め、現在まで継続 

 錦見農業生産組合の組合長として、約50 戸の生産組合員や共同ほ場の栽培指導に加
え、毎年２回の栽培講習会での講師対応や市場等との話し合い、ＰＲ活動を実施 

 食育活動への対応（年１～２校）やテレビ、新聞等の取材にも随時、対応 
 小学生を対象に動画による伝統野菜の紹介と栽培方法を紹介 

相 談 に 

応じられる 

分野・内容 

 優良系統選抜方法 
 栽培技術指導 
 農業関係者等の現地視察の受入 
 テレビ、新聞等の報道機関からの取材対応 

受 賞 歴 等  

主 な 役 職  平成１９年～   錦見農業生産組合 組合長 
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↑岩国赤大根 

 

 

←笹川錦帯白菜 


